
宮城教育大学・教育学部・特任教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０２

基盤研究(C)（一般）

2024～2021

地質図情報+ストリートビューを活用した教材開発と学習モデルの構築

Development of geology teaching materials and learning models utilizing the 
information of geological map plus Google Street View

６０１８６１４５研究者番号：

川村　寿郎（Kawamura, Toshio）

研究期間：

２１Ｋ０２５６６

年 月 日現在  ７   ５ ２７

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：小中学校理科や高等学校地学において，地質図情報と衛星画像や現地画像を活用した
学習方法を確立するため，Googleストリートビューで観察可能な地質事象を抽出し，地質図情報とも照合させ
て，適切な地質事象を選定・整理して教材コンテンツを作成した。その一部を使った学習プログラムを作成して
授業実践と検証を行った結果，生徒の興味・関心や意欲が高く，有効性が確認された。コンテンツ項目に適した
学習内容と指導により，さらに発展的な学習の展開も可能とみられる。開発した教材コンテンツや授業実践の検
証結果と学習展開モデルについて一部公開するとともに，理科担当教員の研修等を通じて紹介して利用の普及を
行った。

研究成果の概要（英文）： In order to establish a learning method utilizing the geological map 
information and satellite or on-site images in elementary and secondary school science and high 
school earth science classes, appropriate geological phenomena observable on Google Street View were
 extracted. Checking them with geological map information, appropriate phenomena were selected and 
organized to create teaching material contents. Learning programs were produced using some of these,
 and a practical lesson was conducted and verified. As a result, students showed high interest and 
motivation, and the effectiveness of the program was confirmed. Further advanced learning is 
possible depending on selection of the content items and suitable instructions. We published the 
developed teaching material content and the verification results of the practices in classes, 
additionally, we have introduced them to science teachers through workshops to promote their use.

研究分野：理科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学校現場でIT端末機器が普及したことにより，新たな科学情報の利用方法の確立が求められている。本研究
は，特に理科の地学分野の学習において，地質情報と合わせて簡便かつ汎用性の高い現地画像（ストリートビュ
ー）を組み合わせて利用するもので，その要求に応えることになる。作成した教材コンテンツや学習プログラム
に沿って児童・生徒が能動的にストリートビューを使用し地質図情報を調べることで，さまざまな地質事象の認
識と考察を深めることができる。また，地学分野の学習で標榜される野外観察の代替手段としても，ストリート
ビューは実感を伴ってより具現的に学習項目を理解するのに有効であり，その普及が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 日本国内における地域の地層，地盤，断層，火山などに関する地質事象は，産業技術総合研
究所地質調査総合センターから「20 万分の 1日本シームレス地質図」や「地質図 Navi」の地質
図情報として提供されている。我々は，以前に地質図情報を活用した理科学習の教材や授業モデ
ルを実践的に検討しており，さらに発展させた新たな授業展開方法を模索してきた。 
 
(2) 理科の地学分野の学習では，野外観察による地質事象の認識が標榜されてきたが，様々な制
約で実施が困難なことが多い。そこで地質図情報と合わせて，各地域の地質事象を Google マッ
プ（Google Earth ®）や Google ストリートビュー®（以下，ストリートビュー）で確認すること
で代替できると考えた。折しも 2020 年の感染症拡大に伴って学校現場に IT 端末機器が普及し
たことで，新たな科学情報の導入方法の確立が急ぎ求められていた。 
 
(3) 地質調査総合センターの「地質図 Navi」では，多くの地質関連資料とともにストリートビ
ューの機能が付加されており，地質図情報と照合しながら現地の地質事象の実態を確認するこ
とができる。また，ストリートビューでは，国内外の岩石，火山，地層など様々な地質事象を見
ることができる。そうした地質事象を抽出して整理し，適切な地質図情報と組み合わせて学習モ
デルを構築して提供すれば，理科・地学教材としての利用価値は極めて高いと考えられる。 
 
２．研究の目的 
(1) 小中学校理科や高等学校地学の学習単元において，Google マップやストリートビューと地
質図情報を活用した学習方法を確立する。地質図情報で得られる学習事項を確認した上で，
Google マップやストリートビューによって観察が可能な地質事象を抽出・選定して，教材利用
コンテンツを作成する。 
 
(2) 作成した教材を使った授業実践と検証を行い，教材開発にフィードバックを行いながら，よ
り効果的な教材と展開方法による学習モデルを構築する。特に，生徒が能動的に地質事象を観察
して成因等を考察する学習指導方法を確立する。 
 
(3) 開発した教材コンテンツや構築した学習モデルを公開するとともに，一般の理科担当教諭
にも紹介し普及を図る。 
 
３．研究の方法 
(1) Google マップなどの衛星画像で確認される中－巨視的な地質事象，及びストリートビュー
で確認される中視的な地質事象の観察適地の抽出選定と収録を行い，学習事項に合わせて整理
して教材コンテンツとする。観察適地の選定では現地調査も行うとともに，360°カメラでの現
撮影とその画像の利用も試みる。 
 
(2) 上記の教材コンテンツを利用した学習モデルを考案する。学習単元の基本事項の学習内容
のほか，地域地質の理解など探求活動での展開内容も含めた複数の学習モデルを作成する。 
 
(3) 小学校・中学校理科及び高等学校地学基礎の中の関連する学習単元において，上記の教材コ
ンテンツを利用して生徒がストリートビューを使用した授業を実践し，その学習効果を検証し
て，指導方法を改良する。一部に VR ゴーグル等の試用も行う。 
 
(4) (1)の教材コンテンツを公開するとともに，考案した学習モデルを教員研修会等で紹介して
普及を図る。特に地域の地質事象について，地質図情報とストリートビューでの確認からその成
り立ちを考察する学習展開方法を共同で検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 日本全国の航空写真とストリートビューの現地画像の中から、学習に適合する地質事象の
抽出選定を行った。航空写真では中視的～巨視的な地質景観，火山・河川・海岸の地形，断層，
褶曲の 6 項目について抽出選定して，地質調査総合センターの地質図情報である「20 万分の 1
日本シームレス地質図」と「地質図 Navi」と照合した。さらに，「地質図 Navi」とストリートビ
ューを使用して，中視的な規模である地層の層理（成層），不整合，断層，褶曲，堆積構造，節
理，堆積岩岩相，火成岩岩相，変成岩岩相，付加体岩相，火山地形，火山噴出物，岩脈，風化，
化石侵食地形，堆積地形の 17 項目について抽出選定した。それらを集約して教材コンテンツを
作成した。 
 
(2) 抽出選定した地質事象について，一部現地確認も含めて，内容を検討した。ストリートビュ
ーでは層理，節理，堆積岩岩相，火成岩岩相，付加体岩相，火山地形，火山噴出物などが多い一



方で，不整合，断層，褶曲，化石など観察適地が少ないことがわかった。そのため，数の少ない
項目あるいは日本国内ではまれな地質事象（例えば，溶岩流や氷河地形など）は外国の例で補足
する必要がある。一方，360°カメラによる撮影画像の追加を予察的に検討した結果，時期や天
候，露頭状況などの撮影条件や著作権の発生などの問題点が多い。 
 
(3) 学習内容に即した地質事象として，火山地形と火山噴出物，地層の拡がりと重なり，火成岩
の特徴（特に節理や風化）など，児童生徒のストリートビューによる認識が比較的容易とみられ
る学習プログラムを作成した。また，露頭状況がよい海岸や河岸をもつ地域では，ストリートビ
ューで複数地点の地層や岩石の配列を確認することにより，地域の地質の成り立ちを考える学
習展開が可能である。例として，仙台地区や宮城県沿岸部の気仙沼・南三陸・松島の各地区にお
ける学習プログラムを作成した。 
 
(4) 仙台市内の３中学校の理科担当教諭の協力を得て，1年理科第 2分野の授業において，火山
地形と火山噴出物及び火成岩特徴に関して作成した学習プログラムを使った授業を実践した。
授業中の生徒の態度・関心の確認と授業終了後のアンケートを実施して，学習効果を検証した結
果，ストリートビューの利用に対して生徒の関心・興味及び意欲・期待が極めて高いことがわか
った。担当教師からの聞き取りを含めて検証した結果，地質図情報の利用でやや難があるものの，
学習プログラムの有効性が確認された。 
 
(5) 宮城教育大学教職大学院の授業において，火山噴出物の地層の拡がりと重なりに関する学
習プログラムを例として，小学校理科と中学校理科における授業内容や展開方法，及び VR ゴー
グルの使用について検討した。仙台市内の１中学校において大学院生がその一部を使った授業
を実践し，内容を検証した。その結果，(4)と同様に生徒の興味・関心が高く，適切な助言・誘
導があればさらに学習効果が高まることがわかった。 
 
(6) 作成した教材コンテンツの中には，ストリートビューで比較的よく見られる西南日本の付
加体地質の破断・混在相，及び片理が顕著な高圧変成岩が多く含まれる。これらはプレートの沈
み込みが成因であることから，中学校理科・高等学校地学においてプレート運動に関連した発展
的な学習内容に組み入れることができる。また，国内で見られる地質事象には地域的な偏りがあ
り，その認識と地質図情報との照合によって，日本列島全体の地質の成り立ちの理解に発展させ
ることも可能である。 
 
(7) 作成した教材コンテンツと学習プログラム及び授業実践結果について，岩手県理科教員研
修会などにおいて紹介し，有効性や導入について議論した。その結果，地域の地質の俯瞰や広域
的な位置づけの把握と地質内容の確認において地質図情報が有用であり，さらに児童生徒によ
る身近な地質や岩石を観察する方法としてストリートビューが有効であるため，今後地域地質
の学習として導入したい意向が強いことが確認された。 
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